
昨年度の一般公開の様子

福島県田村市のきのこ原木林（2014 年 5 月）

殺虫剤液剤と砂糖を水に溶かし高吸水性
ポリマー（左下の粉末）に吸わせて作成し
た毒餌剤ハイドロジェルベイト剤。

調査用の皿に置いたハイドロジェルベイ
ト剤に群がるアルゼンチンアリ

せ
ん
。

　

今
回
、
原
木
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

の
指
標
と
な
る
当
年
枝
（
春
以
降
に
新
し
く

伸
ば
し
た
枝
）
の
濃
度
に
つ
い
て
、
調
査

区
内
で
の
個
体
の
ば
ら
つ
き
幅
を
、
統
計

モ
デ
ル
を
使
っ
て
解
析
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
地
域
内
の
ど
の
調
査
区
（
20
〜
40 

ｍ
四
方
程
度
）
で
も
、
調
査
区
内
の
個
体

の
当
年
枝
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
ば

ら
つ
き
幅
は
一
定
と
み
な
し
て
よ
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
（
95
％
予
測
区
間
の
上
限

と
下
限
と
の
比
が
23
倍
程
度
）。
こ
れ
に
よ

り
、
調
査
区
内
の
き
の
こ
原
木
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
分
布
を
予
測
す
る
た
め

に
当
年
枝
を
採
取
す
る
個
体
数
は
比
較
的

少
数
で
よ
く
、
既
往
の
研
究
例
な
ど
も
ふ

ま
え
、
５
個
体
あ
れ
ば
よ
い
と
判
断
さ
れ

ま
し
た
。
原
木
林
が
利
用
再
開
で
き
る
か

ど
う
か
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
調

査
の
結
果
次
第
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

森
林
所
有
者
や
き
の
こ
原
木
生
産
者
の
方

に
と
っ
て
、
特
定
の
原
木
林
が
将
来
利
用

可
能
か
ど
う
か
は
重
要
な
情
報
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
調
査
結
果
は
、
将
来
的
な
調

ル
ー
プ
は
、
奈
良
県
内
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

ア
リ
侵
入
地
に
お
い
て
、
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ

ル
ベ
イ
ト
剤
と
ほ
か
の
餌
等
が
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
ア
リ
を
寄
り
つ
か
せ
る
効
果
に
つ
い

て
、
比
較
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

外
来
ア
リ
の
分
布
調
査
に
広
く
用
い
ら
れ

て
い
る
小
麦
粉
と
え
び
を
主
成
分
と
す
る

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
に
は
劣
る
も
の
の
、
砂
糖

水
や
市
販
毒
餌
剤
と
同
等
以
上
に
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
ア
リ
を
寄
り
つ
か
せ
る
効
果
が
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ
ル
ベ
イ
ト
剤
は
、
遅
効

性
の
殺
虫
剤
が
入
っ
た
砂
糖
水
を
高
吸
水

性
ポ
リ
マ
ー
に
吸
わ
せ
た
ゼ
リ
ー
状
の
毒

餌
剤
で
、
ア
リ
が
巣
に
持
ち
帰
っ
て
仲
間

に
分
け
与
え
る
こ
と
に
よ
り
巣
全
体
で
駆

除
し
ま
す
。

　

海
外
に
お
い
て
近
年
、
外
来
ア
リ
の
駆

除
で
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
日
本
で
は

八
丈
島
で
初
め
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
安

価
で
容
易
に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
う

え
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
が
通
る
地
面
や
、

採
餌
・
越
冬
で
利
用
す
る
樹
木
に
直
接
撒

け
る
こ
と
か
ら
、
駆
除
へ
の
活
用
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
研
究
は
、 A

p
p

lie
d

 E
n

to
m

o
lo

g
y a

n
d

 

Z
o

o
lo

g
y 

に
お
い
て
２
０
２
４
年
２
月
に
オ
ン
ラ

イ
ン
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

◀持続可能な開発目標 (SDGs）

森林総合研究所は、森林・林業・木材
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査
手
法
の
効
率
化
や
原
木
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
濃
度
予
測
手
法
の
確
立
に
欠
か
せ
な

い
重
要
な
知
見
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
は
、

今
後
の
原
木
林
の
管
理
計
画
の
立
案
に
も

寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　

本
研
究
成
果
は
、
２
０
２
３
年
12
月
８
日
に

P
LO

S
 O

N
E

誌
で
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
総
合
研
究
所
研
究
成
果

●
八
丈
島
侵
入
ア
リ
駆
除
の
毒
餌
剤
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
に
も
寄
り
つ
き
効
果

　

森
林
総
合
研
究
所
と
東
京
都
立
大
、
八

丈
町
は
２
０
２
２
年
に
、
八
丈
島
の
里
山

周
辺
で
家
屋
の
害
虫
と
な
っ
て
い
る
外
来

種
の
ア
シ
ジ
ロ
ヒ
ラ
フ
シ
ア
リ
の
駆
除
を

目
的
と
し
て
、
毒
餌
剤
「
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ

ル
ベ
イ
ト
剤
」
を
共
同
開
発
し
ま
し
た
。

こ
の
毒
餌
剤
が
、
特
定
外
来
生
物
の
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
ア
リ
に
も
寄
り
つ
き
効
果
を
示

す
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
同
種
は
現
在
、

国
内
各
地
に
侵
入
が
確
認
さ
れ
、
住
宅
な

ど
で
食
品
に
群
が
っ
た
り
、
電
気
製
品
に

入
り
込
ん
で
不
具
合
を
起
こ
し
た
り
す
る

こ
と
か
ら
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

世
界
と
日
本
そ
れ
ぞ
れ
で
侵
略
的
外
来
種

ワ
ー
ス
ト
１
０
０
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
総
研
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
グ

夏
の
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

　

森
林
総
合
研
究
所
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

で
は
、
小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
に
合
わ

せ
て
７
月
26
日
（
金
）
に
一
般
公
開
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
、
研
究
成
果
の
紹
介

や
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
、
多
数
ご
用
意
す

る
予
定
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
等
の
最
新
情
報

は
、
森
林
総
合
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

森
林
総
合
研
究
所
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

●
き
の
こ
原
木
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

が
調
査
区
内
で
ど
の
よ
う
に
ば
ら
つ
く
の

か
を
解
明 

― 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の

予
測
に
重
要
な
基
盤
情
報 

―

　

２
０
１
１
年
に
起
き
た
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
福

島
県
で
は
い
ま
だ
に
、
き
の
こ
栽
培
用
の

原
木
生
産
を
自
粛
す
る
地
域
が
広
く
あ
り

ま
す
。
き
の
こ
原
木
林
の
利
用
再
開
を
将

来
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
原
木
林
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
予
測
が
欠
か
せ
ま

お問い合わせ
森林総合研究所
企画部　広報普及科　広報係　
TEL　029-829-8372
Emall　kouho@ffpri.affrc.go.jp

プレスリリース等の最新
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